
ここでちょっと一息 Coffee Break
異業種が刺激する住宅産業
付加価値創造に挑戦！ 注目企業を訪ねる
株式会社諏訪田製作所
今月のニュース
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　強い日射しにより熱を持った外装材から、室内に向けて輻射
熱（赤外線）が放射され、躯体を熱くする。外装材と躯体の間
に遮熱シートを施工することで、輻射熱を反射し、躯体の蓄熱
を防ぐことができる。
 「デュポン ™ タイベックⓇシルバー」は、高密度ポリエチレン不
織布タイベックⓇにアルミニウムを蒸着させ、さらにアルミニウ
ムの劣化を防ぐため抗酸化樹脂コーティングを施した遮熱シー
ト。透湿・防水･ 遮熱に優れている。約 85％という高い赤外
線反射率を持ち、夏は室外からの強い輻射熱（赤外線）を反射
して、室内への熱移動を抑える。

　太陽熱は屋根材を熱し、
屋根裏に蓄熱して輻射熱と
なり、室内温度を上昇させ、
夜になっても室温が下がらな
い状況を作る。屋根からの
熱を遮ることは、夏の暑さ対策として重要である。断熱材と併
用して屋根用遮熱材を活用すると、効果的な遮熱対策となる。
　屋根の遮熱方法としては、遮熱材を屋根下に敷く方法や遮
熱塗料の塗装などがあるが、「コロニアル遮熱グラッサ」は、
無機系ガラス質コーティング「グラッサコート」に、赤外線を反
射する顔料を配合し、遮熱機能を付加させた、平形屋根用ス
レートだ。熱源となる太陽光の赤外線を反射させ、屋根材への
温度上昇を抑え、屋根裏への蓄熱を大幅に減少させる。

　室内ブラインドは、熱せられた窓ガ
ラスの熱を吸収し、室内温度を上昇さ
せることがある。一方、外付けブライ
ンドは、窓の外側で太陽光線を遮断す
るので、太陽の熱がカットされ、夏季
の冷房効率がアップする。
 「ヴァレーマ」は、日射進入の 80％以
上を遮断する外付けブラインド。また、窓とブラインドの間に
空間を確保することで空気の対流を起こし、遮熱性能を高める
構造となっている。どのような外壁や窓にも取り付けられるよう、
形状の異なるスラット、ガイドレールが用意されている。

　建物用ウインドーフィル
ムの中でも日射調整フィル
ムは、窓から入り込む日射
熱を大幅にカットし、日射
熱による室内の温度上昇
を防ぐ。特に直射日光の入
る窓際部分の室温上昇を
抑制するのに役立つ。
　建物用ウインドーフィルム

「ウインコス」の日射調整 
タイプは 24アイテムが揃
う。高透明タイプは、ガラ
スの透明感や採光性を保
ちながら、日射調整効果
を発揮。独自開発の近赤
外線遮蔽コート加工によっ
て日射を大幅に吸収し、日
射透過率を抑える。

● 問い合わせ先	 旭・デュポン フラッシュスパン プロダクツ ㈱
	 ☎ 03-5521-2600　HP http://tyvek.co.jp/

● 問い合わせ先	 ケイミュー ㈱
	 ☎ 0570-005-611　HP http://www.kmew.co.jp/

● 問い合わせ先	 エーデルジャパン ㈱
	 ☎ 0794-72-1555　HP http://www.edel-bm.co.jp/

● 問い合わせ先	 リンテック ㈱
	 ☎ 03-3868-7733　HP http://www.lintec.co.jp/

住宅に求められる省エネ性能は、年々高レベルになってきている。
それに呼応するように、新しい省エネ建材が続々と登場し、
さまざまなバリエーションを見せている。
今号では、住まいの省エネ化に役立つさまざまな製品を集めて、紹介する。
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輻射熱を反射させる
遮熱シート
デュポン™タイベックⓇシルバー 
旭・デュポン フラッシュスパン プロダクツ ㈱

赤外線を反射し蓄熱を抑える
遮熱機能屋根材
コロニアル遮熱グラッサ 
ケイミュー ㈱

日射遮蔽に優れた
外付けブラインド
ヴァレーマ 
エーデルジャパン ㈱

太陽の日射熱を大幅にカット
建物用ウインドーフィルム
ウインコス 
リンテック ㈱

「タイベックⓇシルバー」の遮熱性

「遮熱グラッサ」構造図

外付けブラインドの効果

外からの幅射熱
（赤外線）を反射する。
※夏のイメージ

出典：旭・デュポン フラッシュスパン プロ
ダクツ株式会社
デュポン ™、およびタイベック ® は、米国
デュポン社の商標または登録商標です。

3㎜フロートガラスでは
日射を 86％透過する

「ウインコス」 ヒート 
カットＨＣＮ -70Ｂで
は、透過する日射は
39％に抑えられる

赤外線反射顔料が、熱源となる太陽光の赤外線を反射させる

日射透過率

日射透過率
86%

ガラスだけでは
約 80％の日射が
室内へ進入

外付けブラインドで
日射の進入が
最大２０％まで減少

80% 20%

100%100% 日射透過率
39%

日射調整フィルム施工イメージ

外付けブラインド・ヴァレーマ
の施工例

コロニアル遮熱グラッサ

■遮熱グラッサ構造図（イメージ）

無機彩石

赤外線反射顔料

無機化粧層

（無機系塗料）

基材

拡大図

赤外線

特集
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　湿度が高いときには吸湿し、低いときには放湿して室内の湿
度を調整するのが調湿剤。石や木などの多孔質性を利用して、
吸放湿を行なう。材料は、木炭やゼオライト、シリカゲル、珪
藻土などがある。
　調湿木炭「炭八」は、建材としての木炭だ。チップ状の炭が
不燃布の袋に12リットル詰められている。床下調湿には、床
下の土間あるいはコンクリートの上に袋のまま敷き詰める。施
工後の測定結果では、床下の湿度が最大で15％低下し、木材
含水率は４年間で３.９％減少している。

　熱交換換気システムで
換気時に冷暖房のエネル
ギーを回収すれば、エネル
ギーの損失を小さくできる。
熱交換には、熱（顕熱）の
みを回収する顕熱交換型
と、熱と湿気（潜熱）を交
換する全熱交換型があり、
全熱交換型のほうが高い
省エネ効果を発揮する。
 「澄家 Eco換気システム」
は、全熱交換だけでなく、

夏は涼しく冬は暖かい「地中熱」を利用して、より大きな省エネ
効果を上げる。夏は、排気との熱交換によって温度と湿度が
下がった外気と、地中熱で冷やされた床下の空気が混じり合い、
室内に給気される。冬は、熱交換で温度と湿度が上がった外
気を地中熱でさらに暖め、室内に給気する。

● 問い合わせ先	 出雲カーボン ㈱
	 ☎ 0853-24-8808　HP http://www.sumi8.jp/

● 問い合わせ先	  ㈱ マーベックス
	 ☎ 072-962-3787　HP http://www.mahbex.com/

室内の湿度を調整する
調湿材
炭八 
出雲カーボン ㈱

地中熱も利用
全熱交換換気システム
澄
す み

家
か

Eco 換気システム 
 ㈱ マーベックス

26℃・50%
エアコンで冷やされた
空気。

温度 湿度

ホール

リビング

湿度温度
26℃・50%
エアコンで冷やされた
空気を排気。

温度 湿度
27℃・60%
熱交換された空気を
床下に給気。

冷えたダクト
が床下を
冷やす。温度と湿度を

交換する。

全熱交換器
温度

温度 湿度
27℃・60%
熱交換された空気を
室内へ給気。

温度

80％
湿度

じめじめした
熱い空気を床下
に給気。

30℃～
　  33℃

小屋裏や天井付近の空気を
床下に送り、室内空気を
循環させる。（オプション）

エコエアーシステム

　太陽エネルギーの利用法に
は、太陽光発電やソーラーシス
テム以外に、太陽熱を蓄熱して
効果的に用いる方法がある。太
陽熱集熱外壁パネルは、太陽
エネルギーを外壁に熱として蓄
え、建物の室温調整に用いるこ
とによって省エネに貢献する。
 「ソーラースパンドレルⓇⅡ」は、
太陽光で暖められたスパンドレ
ル（外壁パネル）と躯体との間
の空気を、給気ファンで室内に
取り込むシンプルな構造。外壁
を太陽エネルギーで暖め、その
熱で空気を暖める。

　夜間の安い電力を使って蓄熱体を暖め、昼間に蓄熱体から
放出される熱で暖房するのが蓄熱式暖房器だ。輻射熱で床や
壁、天井を暖めるので、部屋全体がムラなく暖まり、快適な室
内空間を作る。
 「エルサーマット ®」は、優れた蓄熱体であるレンガをヒーター
で効率よく暖め、蓄熱された熱をムラなく取り出す。蓄熱量と
室温を連動させて無駄な放熱をしな
いシステムなので、24時間快適な室
温を保てる。また、外気温の変化を
検知して毎日の蓄熱量を自動コント
ロールするので、蓄熱量を設定する
必要がない。

　部屋の気温を安定させるのに利用できるのが蓄熱材だ。蓄
熱には、顕熱方式と、潜熱方式がある。コンクリートやレンガ
など、熱容量の大きなものに熱を蓄える顕熱方式に対し、潜
熱方式では、蓄熱材が固体から液体に変わる際には熱を溜め
続け、また、液体から固体に変わる際には熱を放出する。それ
ぞれの温度は、蓄熱材の材料や配合によって自由に設定できる。
 「パッシブ･スミターマル」は床用蓄熱パネルで、暖房や日射な
どで部屋が暖められると中の蓄熱材が 23℃で融け始め、熱を
蓄えて部屋の温度の上がり過ぎを抑える。逆に部屋の気温が
下がってくると19℃
で固体に戻り、蓄え
た熱を放熱する。こ
のように 20℃前後
で蓄 熱 ･放 熱して、
急激な温度の変化
を抑え、快適な住環
境を保つ。

● 問い合わせ先	 新日軽（LIXIL）
	 ☎ 0120-126-001　HP http://shinnikkei.lixil.co.jp/

● 問い合わせ先	 日本スティーベル ㈱
	 ☎ 044-540-3200　HP http://www.nihonstiebel.co.jp/

● 問い合わせ先	 住化プラステック ㈱
	 ☎ 03-5543-5846　yukadanbo@sumikapla.co.jp　
	 HP http://www.sumikapla.co.jp/

手軽に太陽エネルギーを活用
太陽熱集熱外壁パネル
ソーラースパンドレルⓇⅡ 
新日軽（LIXIL）

ムラなく 24時間暖める
蓄熱暖房器
エルサーマット® 
 日本スティーベル ㈱

部屋の温度を一定に保つ
蓄熱材
パッシブ･スミターマル 
住化プラステック ㈱

冬の日射

夏の日射

暖房器

根太

フローリング
蓄熱材「スミターマル」
下地合板

床断面図

室内

温度センサーでファンの自動
運転が可能。使用シーンに合
わせて、手動運転にも切り替
えられる。

ファン
外壁

暖かい新鮮空気

熱
陽
太

る
れ
ら
め
暖

る
れ
ら
め
暖
が
気
空

ソーラー
スパンドレル®Ⅱ

外の冷たい空気

冬季
約2㎡のソーラースパ
ンドレルⅡを設置する
と、外気温度10℃の空
気を約40℃の暖かい
空気にして室内に取り
入れることができる。
太陽の熱をそのまま使
うのでロスが少なく、効
率的に暖められる。

調湿木炭「炭八」

「ソーラースパンドレルⓇⅡ」施工例

床下調湿は座板を外し、
床下に敷き詰める

熱交換による冷房省エネのメカニズム

地下に設置される「澄家 Eco 換気システム」
の全熱交換器

冬の太陽熱を有効利用する

「エルサーマット ®」の構造

「ソーラースパンドレルⓇⅡ」
のしくみ

「スミターマル」の仕様

ソフトファン・
コントロール

高品質の素材を採
用。最大 700℃と
なるが、半永久的
に使用できる。

レンガ

ヒーター

２種類の断熱材の
採用で表面温度を
抑制。レンガの熱
をしっかり抑えるこ
とで、優れた放熱
特性を支える。

断熱材

操作部

吸い込み口

「エルサーマット ®」

クロスフローファン

誌上 EXPO 2012
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　太陽光採光システムは、自然採光が難しい
部屋や空間に太陽光を取り込むことを可能にす
るものだ。反射鏡やプリズム、レンズで太陽光
を集め、ダクトや光ファイバーを通して各部屋
に光を運び、日中の室内照明として利用する。
 「どこでも光窓」は、トップライトなどから内
部が鏡面になったダクトの中に太陽光を取り込
み、ダクト中で反射を繰り返させて自然光を届
ける採光システム。鏡面には、高効率反射材
の銀鏡メッキ鋼板「ミラーコートＫ」を採用し
ている。光ファイバー方式に比べてイニシャル 
コストが安く、シンプルな構造なため、ランニ
ングコストはかからない。 ● 問い合わせ先	 東洋鋼鈑 ㈱

	 ☎ 03-5211-0108　HP http://www.toyokohan.co.jp/

● 問い合わせ先	 フクビ化学工業 ㈱
	 ☎ 0776-38-8013　
	 HP http://www.fukuvi.co.jp/

● 問い合わせ先	 ㈱ ファクト
	 ☎ 03-3767-7671　
	 HP http://www.fact-inc.co.jp/

窓のない部屋に自然光を届ける
太陽光採光システム
どこでも光窓 
東洋鋼鈑 ㈱

　雨水貯留タンクを設置
すれば、雨水の有効活用
が可能だ。屋根に降った
雨水をタンクに溜め、庭
の散水や洗車用水として
利用する。非常時の生活
用水、消火用水などにも
利用できる。
 「エコレイン」は家庭用の
雨水タンクで、雨どいに分
流器を設置し、２００リッ
トルの貯水タンクに雨水
を溜める。分流器には
降り始めの初期雨水をカットする機能があり、屋根の汚
れがタンクに入るのを防ぐ。飲用水としての利用はでき
ないが、庭木への水やりなどの雑用水としては、ほぼ無 
処理で使える。

　太陽光発電による電力を貯蔵するには、大容量の家
庭用蓄電システムが必要だが、設置にはかなりの費用が
かかる。しかし蓄電できないと、夜間や悪天候時には使
えない。そこで、万が一のときにも電気を使えるように、「太
陽光発電」と「蓄電池」を組み合わせたのが蓄電式太陽

光発電システムだ。
 「SOL Bank f-280」は、蓄
電池が搭載されたソーラーパ
ネル。工事の必要のない組み
立てキットで、マンションのベ
ランダ等、陽当たりのよいと
ころならどこでも発電･ 蓄電
できる。蓄電容量は 312Wh
で、1 LED電球（６.９Ｗ）が約 
46時間連続使用できる。

雨水の有効利用
雨水貯留タンク
エコレイン 
フクビ化学工業 ㈱

手軽にソーラー発電
蓄電式太陽光発電システム
SOL Bank f-280 
㈱ ファクト

自然光

採光部

放光の様子

採光部 導光部

放光部

「どこでも光窓」の住宅施工例

蓄電式太陽光発電システム
「SOL Bank f-280」

雨水貯留タンク「エコレイン」

個々の商品については、各メーカーにお問い合わせください。
それ以外については、下記へお問い合わせください。
住友林業　木材建材事業本部　木材建材部　☎ 03 ー3214ー3400

誌上 EXPO 2012

建材マンスリー

省 材ネ 建エ
特集
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ここでちょっと一息

デザイナーの原研哉が構想する｢HOUSE VISION｣の展覧会が
来年3月2〜24日にお台場で開催されるという発表会があり、参
画企業6社（LIXIL、良品計画、カルチュア･コンビニエンス･クラブ、
TOTO、YKK AP、サントリーミドリエ）の代表者が顔をそろえまし
た。｢家｣をこれからの産業の交差点と考え、住宅産業だけでなく異
業種を巻き込んで建築家などクリエイターとコラボレーションし、 
｢家｣の可能性を具現化しようとするイベント。この他にもHondaや
メックecoライフが参加。そして住友林業が「数寄の家」というコン
セプトで世界的に活躍する建築家・現代美術作家である杉本博司
と日本の美に挑戦するということです。（参加クリエイターは伊東豊
雄、山本理顕、坂茂、成瀬友梨・猪熊純、藤本壮介、末光弘和、東
信など。参加企業／クリエイターは今後追加の予定）
“新しい常識で家をつくる”とHOUSE VISIONが掲げるように、企

業とクリエイターが住宅の枠にとらわれない発想で表現するこのよ
うな場は、住宅産業に新たな顧客を生む機会となり、各企業にとっ
ても新たな可能性を実感できる場となることでしょう。会場の全体
構成を担当する建築家の隈研吾は、「日本の家に対する評価は二
分されていて、現在の住まいには工業化社会の惰性として残って
いる部分がある。新たな取組み方によっては世界で戦える産業に
なりうる」と、住宅産業の課題からも展示会の意義を語りました。

発表会参加企業の中で注目したのは、ＴＳＵＴＡＹＡを展開する
カルチュア･コンビニエンス･クラブ（以下ＣＣＣ）の増田宗昭社長。 
｢消費者に編集権が移っていく時代にサプライヤーの形も変わらな
ければならない｣と語り、“｢カルチュア・インフラ｣をつくる”を標榜す

るＣＣＣ社が家というインフラの可能性をどんな風に演出してくれ
るのか楽しみになりました。

というのも、昨年オープンした「代官山 蔦屋書店」を体験し、
時代の消費者ニーズの捉え方やその実現力に脱帽したからです。 
ＣＣＣ社が展開する書店には、六本木ヒルズ店（03年～）のよう

に購入前の本をカフェで読める「ＢＯＯＫ＆ＣＡＦＥ」
をコンセプトにした店舗があり、本を売ることの前
に、本を手にするきっかけづくりや選ぶ楽しみを提
案しています。活字離れ、ペーパーレスと言われて 
久しい中、市場／ターゲットの正しい分析と生活者
ニーズを掘り下げることで、感動と共感によって事業
を拡大しています（2012年3月期の全店舗総末端書
籍･雑誌売上は前年対比107.4%の1047億円）。
住宅市場においても、学ぶことの多い成功事例です。
ストック住宅市場になれば更に、個別ニーズに対応し
た提案が市場獲得のカギとなるでしょう。このような
他業種からの刺激を受けながら住宅産業の発想が
広がっていく動きに期待したいと思います。

住宅産業の可能性を探る「HOUSE VISION」展

ＴＳＵＴＡＹＡが見せてくれたライフスタイル提案

藤井繁子

DAIKANYAMA T-SITE・代官山 蔦屋書店
“Ｔ”をモチーフにした外観、２階建て３棟で構成
されている。“森の中の図書館”が構想イメージ。 
複合店舗の「GARDEN」ゾーンが隣接。ラウンジ 

「Anjin」にはライフスタイル誌のバックナンバーが
ずらりと並ぶ。プレミアエイジ（50-65歳）へのライ
フスタイル提案らしく、ジャズ音楽と共にゆっくりと豊 
かな時間が流れる空間だ（建築雑誌のゾーンにて）

会場イメージ（2012年6月現在） 
東京・お台場のゆりかもめ
｢青海｣ 駅　隈研吾が会場
基本プラットフォームを設計。
各社のエキジビジョン・ハウ
スを観覧ブリッジで廻る独
創的な構成。開催期間３週
間に予定来場者数６万人が
来たら見学渋滞しそう……

HOUSE VISION の記者
会見にそろった各社代表者
モデレーターの原氏・会場
設計の隈氏と、LIXIL 藤森
社長など居並ぶ各社トップ
の中でひときわオーラを放っ
ていたＣＣＣ増田社長、61
歳。足元の白スニーカーが
光ってる！

異業種が刺激する住宅産業

『月刊 HOUSING』元編集長、
現在リクルート住宅総研主任研
究員や神奈川県総合計画審議
会委員も務める住生活ジャーナ
リスト。ブログ「Vivien 研究員
の住宅業界 REPORT」更新中！

30vol.
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新潟県三条市高安寺 1332番地■ 本　社

1926年 ■ 創　業

1000万円■ 資本金

4億 6056万円（2012年3月期）■ 売上高

40名■ 従業員

爪切り、盆栽用特殊刃物などの製造・販売
■ 事業内容

株式会社 諏訪田製作所

代表取締役

小林 知行 氏

　

15
年
ほ
ど
前
か
ら
、
職
人
の
仕
事
を
能
力
給

と
し
て
算
定
し
て
い
る
。
頑
張
っ
て
い
る
人
を
き

ち
ん
と
評
価
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
。
給
与

は
、
作
業
記
録
の
膨
大
な
デ
ー
タ
を
数
値
化
し
て

決
め
る
。
仕
事
の
う
ま
い
人
ほ
ど
高
い
、
早
い
人

ほ
ど
高
い
、
と
シ
ン
プ
ル
だ
。

 

「
習
熟
度
合
い
の
違
う
職
人
が
40
人
い
ま
す
の

で
、
徹
底
的
に
数
値
化
し
て
、
公
平
公
正
を
期

そ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
出
て
き
た
数
字
を
踏

ま
え
て
、
最
後
は
私
も
職
人
と
し
て
の
立
場
で
、 

給
料
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
と
話
し
合
い
ま
す
」

 「
私
た
ち
は
鍛
冶
屋
で
す
か
ら
」

　
小
林
知
行
社
長
か
ら
、
何
度
も
口
を
つ
い
て
出

る
〝
鍛
冶
屋
〟
と
い
う
言
葉
。
金
属
を
熱
し
て
、

叩
い
て
鍛
え
、
削
っ
て
磨
い
て
製
品
に
仕
上
げ
る

の
が
鍛
冶
の
仕
事
だ
。
小
林
社
長
の
鍛
冶
屋
へ
の

こ
だ
わ
り
は
強
い
。

 

「
鍛
冶
屋
の
な
か
で
も
私
た
ち
は
〝
刃
物
鍛
冶
〟

で
〝
喰
い
切
り
〟
の
鍛
冶
屋
で
す
。
喰
い
切
り
と

い
う
の
は
、
左
右
の
刃
と
刃
で
は
さ
ん
で
切
る
道

具
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
刃
物
鍛
冶
は
刃
物
を
作

る
の
が
仕
事
。
そ
し
て
、
刃
物
は
よ
く
切
れ
る
こ

と
が
基
本
で
す
。〝
と
り
あ
え
ず
切
れ
る
〟
と
い

う
刃
物
で
は
、
刃
物
の
本
質
的
価
値
を
踏
み
外
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
よ
く
切
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
Ｎ
Ｃ
機
械
な
ど
を
使
わ

な
い
、
量
産
も
し
な
い
、
職
人
の
手
で
作
り
込
ん

で
い
く
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
ん
で
す
」

　

Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
世
界
に
も
名

を
知
ら
れ
る
ニ
ッ
パ
ー
型
の
爪
切
り
は
、
一
丁

６
０
０
０
円
以
上
す
る
。
し
か
し
、〝
と
り
あ
え

ず
切
れ
る
〟
爪
切
り
が
安
く
手
に
入
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
の
爪
切
り
を
愛
用
す
る

フ
ァ
ン
は
多
い
。
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
も
魅
力
だ
が
、

と
に
か
く
よ
く
切
れ
て
、
い
つ
ま
で
も
切
れ
味
が

変
わ
ら
な
い
の
が
、
購
入
の
一
番
の
理
由
の
よ
う

だ
。
と
こ
ろ
が
こ
の
爪
切
り
、
三
代
目
の
小
林
社

長
が
会
社
に
入
っ
た
と
き
に
は
、
月
間
１
０
０
丁

ほ
ど
し
か
製
造
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

 

「
私
が
入
社
し
た
20
年
前
に
、
１
０
０
０
丁
作
っ
て

く
れ
と
職
人
に
頼
ん
だ
ら
、
怒
ら
れ
ま
し
た
。
１

年
か
か
る
よ
と
。
当
時
は
、
高
級
な
も
の
を
丹
精

込
め
て
作
る
こ
と
は
必
要
と
さ
れ
な
い
時
代
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
簡
単
に
た
く
さ
ん
作
れ

る
も
の
し
か
作
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
で
も
そ
れ

で
は
価
格
競
争
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
こ
れ
か
ら
は
、お
客
さ
ん
も
よ
い
と
言
っ

て
く
れ
る
、
こ
の
爪
切
り
を
作
っ
て
い
こ
う
と
決

心
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
で
き
た
か
と
い
う
と
、

細
々
な
が
ら
も
私
た
ち
に
は
、
80
年
前
の
創
業
時

の
手
づ
く
り
技
術
が
残
っ
て
い
た
か
ら
で
す
」

　

爪
切
り
を
主
力
商
品
に
据
え
る
こ
と
に
、
ベ
テ

ラ
ン
の
職
人
た
ち
は
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
作
る
の
に
手
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。
そ

こ
で
、〝
商
品
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
〟
と
と
も
に
、 

〝
作
り
方
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
〟
を
行
な
っ
た
。

 

「
今
ま
で
の
２
倍
作
れ
る
よ
う
に
、
作
業
工
程
や

作
業
内
容
を
変
え
ま
し
た
。
た
だ
し
、
良
い
物
を

作
る
た
め
の
鍛
冶
の
基
本
は
、
い
っ
さ
い
妥
協
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
材
料
が
命
で
す
か
ら
、
素

材
を
鍛
え
る
鍛
造
は
自
社
で
行
な
い
、
緻
密
な

組
織
構
造
の
材
料
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

材
料
の
違
い
は
見
た
目
で
は
区
別
が
つ
か
な
い
の

で
、
コ
ピ
ー
品
が
世
界
中
に
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、

使
っ
て
み
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
形
は
真
似
が
で
き

て
も
、
性
能
は
真
似
で
き
な
い
ん
で
す
」

だ
。
一
つ
の
製
品
が
完
成
す
る
ま
で
に
、
約
50
の

工
程
が
必
要
と
な
る
。
職
人
は
自
分
の
作
業
工
程

を
終
え
る
と
、
次
の
工
程
の
職
人
に
渡
す
。
ま
る

で
バ
ト
ン
リ
レ
ー
の
よ
う
な
分
業
だ
。
材
料
を
鍛

え
る
鍛
造
か
ら
最
後
の
検
品
ま
で
、
延
べ
50
人
の

手
が
加
え
ら
れ
、
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
の
爪
切
り
は
出

来
上
が
る
。

 

「
作
業
工
程
の
８
割
は
研
磨
で
、
紙
や
す
り
か
ら

石
、
布
、
ス
ポ
ン
ジ
ま
で
、
粗
さ
の
違
う
素
材
で

磨
き
ま
す
。
ノ
ギ
ス
も
ゲ
ー
ジ
も
使
わ
ず
に
、
職

人
の
イ
メ
ー
ジ
、
勘
が
頼
り
で
す
」

　

諏
訪
田
製
作
所
は
、
ド
イ
ツ
の
名
門
刃
物
メ
ー

カ
ー
、
ヘ
ン
ケ
ル
ス
の
爪
切
り
を
、
Ｏ
Ｄ
Ｍ
（
設

計
か
ら
製
造
ま
で
を
受
託
）で
引
き
受
け
て
い
る
。

 

「
切
れ
る
爪
切
り
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
だ
っ
た

の
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
発
注
元
ブ
ラ
ン
ド
名
で
の
製
造
）

で
は
な
く
、
設
計
か
ら
す
べ
て
う
ち
に
任
せ
て
ほ

し
い
と
い
う
条
件
を
出
し
ま
し
た
。
包
丁
な
ど

で
有
名
な
ヘ
ン
ケ
ル
ス
社
が
あ
る

ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
は
、
刃
物
の
街
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ

で
も
昔
の
手
作
り
用
機
械
を
動
か

せ
る
人
間
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
事
情
が
あ
る
よ
う
で
す
。

受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
が
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
改
め
て
確
信
し
ま
し
た
。

　

う
ち
で
は
、日
本
で
も
消
え
つ
つ
あ
る
〝
鍛
接
〟

や
〝
和
釘
〟
の
技
術
を
職
人
に
修
得
さ
せ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
正
業
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
経
験

と
し
て
大
事
だ
と
思
う
か
ら
で
す
」

　

ゾ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
よ
う
に
、
伝
え
る
べ
き
技
術

を
失
い
た
く
な
い
。
日
本
古
来
の
刃
物
鍛
冶
の
技

術
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
、
自
分
の
仕
事

だ
と
い
う
。
オ
ー
プ
ン･

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
や
職
人

の
能
力
の
数
値
化
な
ど
、
先
進
的
な
経
営
を
行

な
い
な
が
ら
、
小
林
社
長
の
鍛
冶
屋
と
し
て
の
矜

持
に
は
一
点
の
揺
る
ぎ
も
な
い
。

延
べ
50
人
の

職
人
の
手
を
経
て
完
成
す
る

世
界
が
認
め
る〝
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
〟の
爪
切
り

刃
物
の
本
質
は
よ
く
切
れ

切
れ
味
が
落
ち
な
い
こ
と

見
え
な
い
と
こ
ろ
に
こ
そ
心
を
砕
く

〝
職
業
的
良
心
〟が
品
質
を
守
る

伝
統
の
鍛
冶
技
術
を

失
わ
せ
な
い

金属を鍛える鍛造の様子もガラス越しに見学できる

機能を重視した美しいフォルムの爪切り

足用（上）の刃先は
定番（下）と異なる

徐々に細かい研磨材料に変えながら、
少しずつ完成形に近づけていく

株
式
会
社

諏
訪
田
製
作
所

　

小
林
社
長
の
自
社
製
品
へ
の
自
信
は
、「
オ
ー

プ
ン･

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
の
作
業
工
程
を
見
れ
ば

納
得
が
い
く
。
昨
年
11
月
か
ら
、
工
場
を
公
開

し
て
、
誰
で
も
い
つ
で
も
職
人
た
ち
の
作
業
風
景

を
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
学
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

上・金槌でていねいに叩いて形を調整
下・細かい傷も見逃さない検品

上左・ハンドルが樹脂の滑りにくい爪切り　
上右・栗の鬼皮と渋皮が一度にむける「栗くり坊主」
下・盆栽用の各種枝切りバサミ

美術館のような工場のエントランス
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今月のニュース

「国土交通白書」   震災後、住宅の耐震化と省エネ化が重視される

「首都圏白書」  2035年、高齢化、人口減が進む首都圏、空き家が増加

 

「
平
成
23
年
度
国
土
交
通
白
書
」

が
７
月
６
日
に
公
表
さ
れ
た
。
今

回
の
白
書
は
、
東
日
本
大
震
災
後

の
国
民
意
識
を
踏
ま
え
、
国
土
交

通
行
政
の
転
換
と
国
土
・
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
だ
。

白
書
に
は
国
土
交
通
省
が
今
年
１

月
末
～
２
月
に
実
施
し
た
「
国
民

意
識
調
査
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

興
味
深
い
結
果
が
出
て
い
る
。

 

「
東
日
本
大
震
災
後
の
考
え
方 

の
変
化
」
に
つ
い
て
は
、「
防
災

意
識
の
高
ま
り
」（
52
・
０
％
）

が
最
も
多
く
、「
節
電
意
識
の
高 

ま
り
」（
43
・
８
％
）、 

「
家
族
の
絆
の
大
切
さ
」

（
39
・
９
％
）が
続
い
て

い
る
。

　

ま
た
、
震
災
後
は
、

不
動
産
の
災
害
リ
ス

ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。「
主
要
都
市

の
高
度
利
用
地
地
価

動
向
報
告
」（
２
０
１
１

年
第
３
四
半
期
）に
よ

る
と
、
直
接
の
被
災
地

で
は
な
い
東
京
圏
に

お
い
て
も
、
湾
岸
エ
リ

ア
の
物
件
や
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
の
高
層
階
へ
の

需
要
減
退
が
見
ら
れ
、

中
古
物
件
の
耐
震
性

へ
の
不
安
感
を
持
つ
人

が
増
え
た
。今
回
の「
国

民
意
識
調
査
」で
も
、

　
国
土
交
通
省
は
、「
平
成
23
年
度

首
都
圏
整
備
に
関
す
る
年
次
報
告

（
首
都
圏
白
書
）」
を
閣
議
に
提
出

し
、了
承
さ
れ
た
。「
首
都
圏
白
書
」

は
、
首
都
圏
の
整
備
計
画
に
関
す

る
状
況
に
つ
い
て
、
法
律
に
基
づ

い
て
毎
年
国
会
に
報
告
さ
れ
る
も

の
。
今
回
の
動
向
分
析
で
は
、「
首

都
圏
の
経
済
活
力
低
下
の
懸
念
」

「
老
い
る
東
京
圏
」「
首
都
圏
の
Ｄ

Ｉ
Ｄ
（
人
口
集
中
地
区
）
縮
退
の

可
能
性
」な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
定
。

　

高
齢
化
に
関
し
て
は
、
生
産
人

口
の
減
少
で
、
東
京
圏
の
経
済
活

力
が
将
来
低
下
す
る
懸
念
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
高
齢
化
率

が
低
い
首
都
圏
で
も
、
今
後
は
高

齢
化
率
の
上
昇
と
高
齢
者
人
口
の

大
幅
な
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
東

京
圏
は
高
齢
化
率
、
高
齢
者
人
口

と
も
に
、
関
西
圏
、
名
古
屋
圏
を

重
視
す
る
住
宅
性
能
と
し
て
、「
耐

震
化
や
免
震
化
な
ど
、
地
震
に
強

い
家
」
が
最
も
多
く
（
67
・
５
％
）、

次
い
で
「
省
エ
ネ
に
優
れ
た
家
」

（
54
・
０
％
）が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

な
お
、
２
０
１
１
年
10
月
に
住

宅
金
融
支
援
機
構
が
実
施
し
た
調

査
で
は
、
住
宅
取
得
時
に
「
耐
震

性
能
」、「
省
エ
ネ
性
能
」を
重
視
し
、

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
し
て
も
こ
れ
ら

の
性
能
を
高
め
た
い
と
回
答
し
た

人
の
う
ち
約
８
割
が
、
５
～
10
％

ま
で
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
な
ら
許
容

で
き
る
と
回
答
し
て
い
る
。

大
き
く
上
回
る
見
込
み
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
人
口
数
や
世
帯
数
の
減

少
に
よ
る
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
増
加

に
つ
い
て
も
、
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
る
。
日
本
の
人
口
が
減
少
す
る

中
で
、
首
都
圏
の
人
口
も
減
少
し

て
い
く
の
は
確
実
で
、
そ
れ
に
伴
い

「
人
口
集
中
地
区
」
が
縮
退
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

空
き
家
や
空
き
宅
地
の
増
加
な

ど
を
引
き
起
こ
す
一
つ
の
要
因
と 

な
る
。

　

首
都
圏
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
、
２
０
０
０
年
以
降
は
 
万
戸

半
ば
で
落
ち
着
い
て
い
る
が
、
現

在
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
数
は
世
帯
数

を
上
回
っ
て
い
る
。
今
後
、「
人
口

集
中
地
区
」
の
縮
退
に
伴
う
世
帯

数
の
減
少
が
、
空
き
家
な
ど
の
増

加
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
な
対
策

が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

　　　　　　　　　 今年も暑い暑い夏になりました。本号の特集では、その
暑さ対策、年間を通しての省エネのための建材をご紹介しています。ぜひ自宅に
もと思うのですが、大がかりな工事にはなかなか踏み切れません。せめて省エネ
高効率の扇風機をと思ったら、お目当ての商品はすでに売り切れ。仕方なくエア
コンと併用するためのサーキュレーターを購入したところ、室温のムラが少なくなっ
て想像以上に快適です。なるべく電気に頼らず自然の温度差や風をうまく取り 
入れたいのですが、この暑さではなかなか難しいですね。まずは身体が第一、
できる範囲で節電に取り組み、この夏を乗り切りたいと思っています。（Ｓ）

┃編┃集┃後┃記┃

広告掲載・製品紹介のご相談、誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

広告募集中！編集室より

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部（片岡・齋藤）
kenzai-monthly@sfc.co.jp

業界ニュース

業界ニュース

0 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

住宅の性能に関して、どのような点を重視しますか。（３つまで）

ドアや窓などに防犯設備が施されているな
ど、犯罪に対して安全な家

耐震化や免震化されているなど、地震に強い
家

通風や採光に優れ、また、断熱化されている
など、省エネに優れた家

壁などの耐久性が高く、配管や電気設備など
の維持管理が容易であるなど、長持ちする家

高齢者や子供も安心して暮らせるよう、バリ
アフリーに配慮された家

住宅性能で重視すること

67.5％

54.0％

27.4％

26.5％

21.2％

首都圏の高齢化率の将来推計
（2005 年→2035年）

2005 年

2035 年

12％未満

12％以上
16％未満

16％以上
20％未満

20％以上
24％未満

24％以上
28％未満

28％以上
32％未満

32％以上
36％未満

36％以上
40％未満

40％以上

（出典：国土交通省「国土交通白書」の国民意識調査）

（出典：国土交通省「平成23年度首都圏白書」）
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�2,407
70,159

26,971
26,976

895
17,724

7,036
10,647

62,347

�10,219

2,184
4,608

0
3,427

40,912

31,654

330
18,664
12,455

118
87

公共
民間

持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建

民間資金

公的資金

公営住宅
住宅金融支援機構住宅
都市再生機構住宅
その他住宅

木造

非木造

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

845
2,083

1,503
3,123

222
� △1,920
� △2,652

766

2,147

781

975
22

� △54
� △162

2,713

215

65
� △1,082

1,111
76
45

54.1
3.1

5.9
13.1
33.0

� △9.8
� △27.4

7.8

3.6

8.3

80.6
0.5

� △100.0
� △4.5

7.1

0.7

24.5
� △5.5

9.8
181.0
107.1

639
�△760

40
855
350

�△1,366
�△1,776

444

1,789

�△1,910

607
�△1,350

�△51
�△1,116

663

�△784

�△719
483

�△617
74

�△5

36.1
� △1.1

0.1
3.3

64.2
� △7.2

� △20.2
4.4

3.0

� △15.7

38.5
�△22.7

� △100.0
� △24.6

1.6

� △2.4

△68.5
2.7

� △4.7
168.2

� △5.4

1,562
68,076

25,468
23,853

673
19,644

9,688
9,881

60,200

9,438

1,209
4,586

54
3,589

38,199

31,439

265
19,746
11,344

42
42

2,036
71,611

24,137
25,823

718
22,969
13,734

9,147

64,334

�9,313

1,605
4,137

0
3,571

37,112

36,535

394
25,138
10,906

59
38

1,910
64,687

22,335
23,468

549
20,245
10,441

9,703

56,756

�9,841

1,722
4,394

0
3,725

35,612

30,985

850
20,500

9,550
44
41

72,566新　  設　   住　  宅　   計 2,928 4.2 �△121 ��△0.2 69,638 73,647 66,597

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

６月
対前月比

（戸） （%）
対前年同月比

（戸） （%）
５月 ４月 ３月

26,886

8,549

10,706

26,546

31,938

12,610

10,352

28,498 29,921

10,287

11,791

29,987

23,049

9,786

7,847

23,524 22,441 27,411

7,942

10,492

26,790
26,450

11,281
8,152

23,186 24,131

7,516

10,864

23,473

23,050

9,578

7,951

26,349

23,481

11,616

8,266

23,234

27,604

12,934

7,678

25,431

8,108
11,078

25,646

2011年 2012年
６月 ６月７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

836

961
939

749
781

824

783

822

917
848

896

26,789

9,498

7,700

25,651

903

28,529

10,845

8,201

24,991

837

2012年2011年
６月 ６月７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

11,811

8,809

14,980

11,399

12,669

9,942

8,520

6,707

10,343

7,728

10,373

8,767

11,096

9,285

11,113

7,438 6,723

2011年 2012年
６月 ６月７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

2011年 2012年
６月 ６月７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

9,578

7,710

8,497

7,876

9,410

7,834

10,534

8,655

11,524

利用関係別戸数 構造別 木造戸数

2×4、プレハブ
新設住宅戸数

季節調整済年率換算（全国）都市圏別
新設住宅着工戸数

近畿圏
その他

中部圏
首都圏

プレハブ
2×4

総数
貸家

分譲マンション 前年同月比持家
分譲戸建

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

千戸

16

14

12

10

8
6

4
2

0

千戸

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

千戸 総数
50

45

40

35

30

25

20

千戸

1,050

1,000

950

900

850

800

750

700

650

600

千戸

30.0

20.0

10.0

0

-10.0

-20.0

-30.0

％

利用…50 の位置注意

建材マンスリー 資料室
△は減2012年６月の新設住宅着工

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

「国土交通白書」   震災後、住宅の耐震化と省エネ化が重視される
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